
東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

令和 2 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

中山間地域は平地に比べ、農業の生産条件が不利な地域であり、農用地を維持・管理していくためには本制度が必要です。

有効性 本制度を活用し、各集落で活性化を図る多様な活動が行われており、また、集落内で協力することで耕作放棄地の発生が防止されています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 97,947 97,780 98,226

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

対象とする中山間地域の高齢化が進んでおり、集落によっては積極的な活動が困難になりつつあります。

効率性 本制度の交付金は国が1/2、県が1/4を負担しており、事業費に対して市の負担が大きく抑えられています。

改　革
計　画

担い手の育成等が図られるよう、集落に対し積極的に働きかけていきます。

今後の方向性 方法改善

本制度を活用した耕作放棄地発生防止活動、水路・農道の維持活動等が各集落で行われています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

条件不利地の中山間地域における農村を守ることは重要ですので、引き続き支援を行ってください。

二次評価者

その他特定財源 112 114 168

一般財源 23,376 23,340 23,439

0.682 4,331 0.682 4,305 0.682 4,305

計(Ａ) 93,616 93,475 93,921

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 70,128 70,021 70,314

地方債 0 0 0

交付金額
制度への取組が荒廃農地の発生
防止や多面的機能の確保につなが
るため

千円
89,184 89,184 89,184 89,184

93,504 93,361

最終目標

制度実施地区内における農振
農用地の荒廃農地面積

荒廃農地の発生防止が制度の目
的の一つであるため

㎡
331,555 331,555 331,555 331,555

413,245 360,228

制度に取り組んでいる集落協
定数

制度への取組が荒廃農地の発生
防止や多面的機能の確保につなが
るため

協定
34 34 34 34

34 34

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.lg.jp

５ 農業生産基盤の充実

事業区分

事業の目的
耕作放棄地の発生防止や農業の有する多面的機能を確保するた
め。

根拠法令等 農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1004 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

令和6年度

中山間地域等直接支払事業

農業生産条件が不利な地域である中山間地域等における農業生
産活動の継続を支援します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 一部委託 実施計画

集落協定に基づく耕作放棄地の発生防止活動支援 集落協定に基づく体制整備に向けた積極的取組の支援

集落協定に基づく水路・農道等の維持管理活動支援

集落協定に基づく多面的機能増進活動支援

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 6

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 3

4 4 2 3

改善センター管理費

本施設の適切な維持管理に努めます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

施設利用予約管理

施設の総合管理事務（設備保守点検、清掃委託、経常的経
費等）

施設の修繕業務

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.lg.jp

事業区分

事業の目的
農林業の振興及び生活環境の改善、農村の環境整備を効果的に
推進するため。

根拠法令等 東温市農村環境改善センター条例及び同条例施行規則

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1014 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

改善センター利用件数
施設の認知度や必要性を確認する
指標として適しているため

件
50 50 50 50

73 40

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 4,400 0 0

その他特定財源 1,596 1,064 955

一般財源 3,818 1,776 1,846

0.500 3,176 0.500 3,157 0.500 3,157

計(Ａ) 9,814 2,840 2,801

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

今後どのような施設利用をするのか、農村環境の改善という観点を踏まえて見直す必要があります。

効率性 施設の老朽化に対する長寿命化、修繕等の費用に対して、利用者数が見合っていません。

改　革
計　画

施設利用に関して協議・検討を行い、利用者数の向上を図ります。
また、適切な保守を行うことで、各設備の延命化を図り、経年劣化による不備がないよう努めます。

今後の方向性 方法改善

農林振興課や愛媛大学以外の利用頻度は少ないため、農村環境の改善という目標はあまり達成できていません。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

農林業の振興及び生活環境の改善、農村の環境整備のため、施設の有効な利活用を推進してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 12,990 5,997 5,958

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

農林振興課が管理者として最低限の施設の維持管理を行っていく必要があります。

有効性 施設の利用方法を検討する必要はありますが、他に類似する施設がないため、継続して維持管理を行います。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinshinkou@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 4

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

農業用廃プラスチック適正処理事業補助金

市内の農業協同組合が実施する農業用廃プラスチックの処理にか
かる経費の一部を補助します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

農業用廃プラスチック適正処理推進協議会への参加

補助金交付申請

実績報告

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinsinkou@city.toon.lg.jp

事業区分

事業の目的
市の施設園芸及び水田営農の振興を図り、農村景観及び農村環
境を保全するため。

根拠法令等
東温市農業用廃プラスチック適正処理事業費補助金交付要
綱

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1032 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

農業用廃プラスチック回収量
農業用廃プラスチックの処理を適正
に行うため

kg
50,000 50,000 50,000 50,000

45,130 42,830

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 562 546 590

0.023 146 0.023 145 0.023 145

計(Ａ) 562 546 590

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

廃プラスチックの回収で、梱包と分別が正しくされていない場合、費用が増加してしまうため、農業者への周知が必要です。

効率性 関係機関から構成される農業用廃プラスチック適正処理推進協議会により、適正に運用されています。

改　革
計　画

協議会を通じて、関係機関から農業者へ回収の分別について周知徹底していきます。

今後の方向性 方法改善

農業者より排出された廃プラスチックは全て適正に運搬、処理されています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

農村環境保全のため、農業用廃プラスチックの処理が適正に行われるよう、協議会活動への参画・支援に努めてください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 708 691 735

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

施設園芸等で廃プラスチックの排出は不可避であり、その適正な処理を継続していくためには、市の補助が必要不可欠です。

有効性 事業実施主体である農業協同組合へ補助金を交付することで、廃プラスチックの適正な処理が行われています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinsinkou@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 1

令和 元 年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 3

3 4 3 3

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

森林経営管理制度への住民の理解が不十分であるため、地元説明会や、広報、ホームページ等で積極的に周知していく必要があります。

有効性 中予森林管理推進センターとの連携を強化し、森林経営管理制度関連事業を実施します。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 43,946 48,286 52,670

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

今後増加する現地調査や間伐の事業量に対し、受注者となる林業事業体の現在の体制では事業量の増加に対応できなくなることが懸念されま
す。

効率性
中予森林管理推進センターと連携し、事業実施の円滑化が図られます。また、基金積立により、森林整備が本格化するに当たり十分な財源も確保
されます。

改　革
計　画

中予森林管理推進センターとの連携を強化し、森林経営管理制度（新たな森林管理システム）を計画的に進めることで事業量を正確に予測し、適
正な事業量での発注を行うことで、事業を円滑に推進します。

今後の方向性 方法改善

中予森林管理推進センターと協力し、意向調査から現地調査まで実施し、集積計画の作成まで行いました。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

森林環境譲与税を効率的に活用できるよう、適宜計画を見直し、適正な森林管理と林業の成長産業化、担い手の確保・育成のため、本
事業の推進に努めてください。

二次評価者

その他特定財源 37,634 41,935 46,357

一般財源 0 0 0

1.000 6,312 1.000 6,351 1.000 6,313

計(Ａ) 37,634 41,935 46,357

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 間伐整備面積が増加したこと
により直接事業費が増加しま
した。地方債 0 0 0

最終目標

間伐整備面積
制度への取組が未整備森林の発
生防止や担い手の確保・育成につ
ながるため

ｈａ
50 50 50 50

39 46

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.lg.jp

６ 森林の保全・育成と総合的利活用

事業区分

事業の目的
未整備森林の解消を図り、適正な森林管理と林業の成長産業化、
担い手の確保・育成に繋げていくため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 1132 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

森林経営管理事業

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）を推進します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画 東温市まち・ひと・しごと創生総合戦略

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

中予森林管理推進センターと業務委託契約締結

森林環境譲与税基金への積立

経営管理権集積計画の作成

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 3 4

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

国の補助事業等に採択されない比較的小規模な事業や部分的な改修等における貴重な財源として本事業を活用しています。

有効性
農業生産基盤施設における課題や問題点に対して、本事業の活用により、改善や省力化を図ることで、農業生産性の増進と農業経営の安定に繋
がります。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 10,024 18,760 2,058

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

愛媛県の県単独土地改良事業の予算規模に対して要望件数が増加傾向にあり、進捗に影響が生じる可能性があります。

効率性 資材や人件費が高騰する中、より経済的で有効な工法の選定と確実な積算により、適正な価格による事業実施に努めています。

改　革
計　画

要望内容を精査を図り、国の補助制度等への移行を検討します。

今後の方向性 方法改善

各土地改良区等からの要望に対して、効率性や必要性から優先度を図り、計画的に本事業を実施することで成果を重ねています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

国、県、市の補助事業の検討で、地元の意向等を確認し有効な事業の選定に努め、今後もきめ細かな事業を進めてください。

二次評価者

その他特定財源 0 1,434 3,400

一般財源 7,954 15,268 24,469

0.326 2,070 0.326 2,058 0.326 2,058

計(Ａ) 7,954 16,702 0

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

事業の実施件数
事業の実施件数が農業生産性の
増進に繋がるため

件
1 4 4 4

1 4

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.lg.jp

５ 農業生産基盤の充実

事業区分

事業の目的
土地改良区等が管理する農業生産基盤施設や土地改良施設にお
ける経年劣化や老朽化に対する改善と省力化による充実を図るた
め。

根拠法令等 土地改良法

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 2001 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

県単独土地改良事業補助金事務

土地改良区等が県単独土地改良事業補助金を活用して実施する
施設の改修や更新に対して、事業の執行や東温市土地改良事業
費補助金交付要綱に基づく補助金の交付を行います。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林土木係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

測量設計業務の事務 市補助金の交付事務

県単独土地改良事業補助金の事務

工事施工の事務

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

県営土地改良事業負担金事務

県が実施する土地改良事業（かんがい排水事業・ほ場整備事業・
中山間総合整備事業・ため池等整備事業）に対して地方財政法及
び土地改良法に基づき負担金を支出します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林土木係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

負担金の意見徴収事務 負担金の支払事務（精算）

負担金の支払事務（第１期、第２期）

負担金の意見徴収事務（補正、変更）

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.too.lg.jp

５ 農業生産基盤の充実

事業区分

事業の目的
老朽化した土地改良施設の改修及び農業基盤の整備を行うことに
より農業農村の持続的な発展や営農の安定化を図るため。

根拠法令等 土地改良法

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 2045 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

実施件数
実施件数が農業生産性の増進に
繋がるため

件
4 4 3 3

4 4

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 18,300 24,000 16,600

その他特定財源 1,630 2,100 0

一般財源 30,033 30,237 33,993

0.372 2,363 0.372 2,348 0.372 2,348

計(Ａ) 49,963 56,337 50,593

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

県営事業は、負担金の平準化を図るため、必要に応じて次期計画を具体化していく必要がありますが、投資効果と現状にあった受益と負担のあり
方を念頭に検討を進める必要があります。

効率性 県営事業であることから、国費50%・県費25%（基本補助率）が見込まれ、効率的な事業が行われています。

改　革
計　画

安心安全・費用対効果などの観点に着目し優先順位をつける必要があります。
土地改良事業の効果に即した負担のあり方を検討します。

今後の方向性 方法改善

土地改良施設の維持管理労力の軽減や安全性の向上等について受益者から高い評価を得ています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

受益土地改良区等と県との調整を図り、円滑に事業を進めてください。
ため池整備については、農業用水の安定的な確保と防災上の観点により、計画的に実施してください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 52,326 58,685 52,941

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

農業農村の持続的な発展や営農の安定化及び安心安全なまちづくりに必要不可欠です。

有効性 土地改良施設の改修及び基盤整備を行うことにより、生産性の向上が図れます。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinshinkou@city.too.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

林道整備(改良・維持管理)事業

維持管理を行い、舗装補修及び法面整備・拡幅工事を実施しま
す。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林土木係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 補助等 実施計画

林道要望とりまとめ事務 工事の監督

林業・林道関係者との協議・調整事務

工事契約の執行(入札・変更・検査・精算)

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.lg.jp

６ 森林の保全・育成と総合的利活用

事業区分

事業の目的
通行の安全性や作業の効率性を確保し、林業経営の改善を図るた
め。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 2070 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

実施件数
実施件数が林業生産性の増進と安
全性の確保に繋がるため

件
2 2 3 2

2 2

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 10,000 10,000 15,000

地方債 9,000 9,000 13,500

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,750 1,194 2,550

0.397 2,521 0.417 2,633 0.417 2,633

計(Ａ) 20,750 20,194 31,050

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

現地踏査により補修が必要な箇所を選定していますが、箇所数が多く点在しているため、整備が遅れる可能性があります。

効率性 現地踏査を行い、必要最小限の維持・改良工事を行うため、規模及びコストは適切です。

改　革
計　画

地元住民や森林組合からの情報収集に力を入れ、効率的な整備に努めます。

今後の方向性 拡大・充実

林道の維持・改良工事により安全性確保及び林業経営基盤の改善が図られています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

林道の安全な通行を図るため、迅速な情報収集を行い、適正な維持管理に努めてください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 23,271 22,827 33,683

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

森林施業の効率化、地域住民の通行の安全や物資の運搬を確保するため適時、適切な維持・改良が必要です。

有効性 林業関係者以外にも、自然公園や他町へのアクセス道路となっており、近年の自転車ブームもあいまって利用者が増加しています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinshinkou@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

林業の効率化や物資の運搬を確保するために、適切な維持管理、改良工事が必要です。

有効性 林道を開設・改良・舗装することで、林業の活性化及び運搬の効率化が図られます。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 10,737 10,732 10,732

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林土木係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

改修箇所が市内各所に点在しており、箇所数も多く通行量も少ないため突発的な補修が発生した際に対応が遅れる可能性があります。

効率性 東温市財務規則に準じ、適正な価格で事業を実施できるよう努めています。

改　革
計　画

森林組合と協力を行い、改修箇所の計画的な整備を実施します。

今後の方向性 拡大・充実

地元からの要望を反映し、林道の開設・改良・舗装を計画的に実施しています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

森林施業計画との調整を行い、効率的な林道整備に努めてください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 10,000 10,000 10,000

0.116 737 0.116 732 0.116 732

計(Ａ) 10,000 10,000 10,000

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

実施路線数
林道改良を実施した路線数が山林
事業の活性化につながるため

件
5 5 5 5

5 5

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.lg.jp

６ 森林の保全・育成と総合的利活用

事業区分

事業の目的 林業の生産性の向上と林業経営基盤の改善を図るため。 根拠法令等

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 2087 事務事業名

主要施策

0 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

市単独林道改良事業補助金

林道施設の開設・改修・舗装を行う事業に対して補助金を交付しま
す。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林土木係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 補助等 実施計画

関係機関との協議・調整

補助金交付申請の事務処理

実績報告書確認の事務処理

達成度を
測る指標

mailto:nourinshinkou@city.toon.lg.jp


東温市事務事業評価シート　令和5年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～

単位 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

4 5 6

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

多面的機能支払交付金事業

農地や農道等の施設の維持に取り組む活動を支援します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 農林振興課 係　　名 農林振興係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

農村環境保全向上活動支援事業補助金交付要綱に基づき、
補助金の交付事務を行います。

活動組織の事業計画等の認定を行います。

農地や農道等の施設の維持管理が適正であるか判断するた
め、現地確認を行います。

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4409 メールアドレス nourinshinkou@city.toon.lg.jp

５ 農業生産基盤の充実

事業区分

事業の目的 農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため。 根拠法令等 農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律

総合計画 政策目標 ３ 創造性と活力に満ちた元気産業のまち 政策項目 １ 農林業の振興

014 2117 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

活動廃止組織数
活動の継続を支援することが制度
の目的の一つであるため

組織
0 0 0 0

0 0

予算費目 会計 一般会計 費目名 農林水産業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 44,075 45,169 47,380

地方債 0 0 0

その他特定財源 1,733 329 490

一般財源 14,648 15,399 16,091

0.596 3,762 0.596 3,785 0.596 3,763

計(Ａ) 60,456 60,897 63,961

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 農林振興係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

認定手続など複雑な部分があり、活動組織から不安の声がありました。

効率性 国・県・市が共同して取り組んでおり、効果的に事業を実施することができています。

改　革
計　画

活動組織が円滑な事業実施を行うことができるように、制度や手続について分かりやすく周知していきます。

今後の方向性 方法改善

本制度を活用した耕作放棄地発生防止活動、水路・農道・ため池等の共同利用施設の維持活動が各地域で行われています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮のため、現在の組織活動が持続・発展されるよう支援を続けてください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 64,218 64,682 67,724

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

農地・農業用施設等の資源や農村環境を維持していくため、活動を支援する必要があります。

有効性 農業者等が主体となって活動が行われており、有効性の高い事業となっています。

達成度

農林振興課長
総　合
評価点

mailto:nourinshinkou@city.toon.lg.jp

